
【板橋キャンパス 英語コミュニケーション学科】後期 見学可能授業一覧（2026年11月9日（月）～11月21日（土））

学科名 授業番号 日程 時限 授業名 教員 授業の概要 備考

110
11/  9（月）
11/16（月）

英語学・英語史特講B 横田 由美
地理的拡大を経て誕生した様々な英語のかたちを概観する授業です。具体的には、9日は北米大陸、16日はカリ
ブ海諸島（主にジャマイカ）における英語のかたちを歴史、社会、民族等の言及を交え考察します。

定員:10名程度

111 11/10（火） 英語文学・文化概論II 並木 有希
近現代アメリカ文学の歴史を外観します。女性を主人公にした作品の歴史を辿ることで、多様な民族と文化から
成り立っている米国について学びます。

112
11/11（水）
11/18（水）

言語・コミュニケーショ
ン特講B

三宅 ひろ子 言語と文化の深い関係を学ぶと同時に、実生活における言葉の使い方に意識を向けていきます。

113
11/12（木）
11/19（木）

言語・コミュニケーショ
ン概論II

鈴木 繁幸 「ことばの運用」に関する解説講義の授業です。

114
11/10（火）
11/17（火）

Global Communication
 (2年生クラス)

リード・サミュエル
当学科における、コミュニケーションを主眼とした中心的な授業です。スピーキング能力の向上に重点を置き、
英語で実施されます。

授業の活動に参加する必要はありません。見学するだけでも構いま
せん。

115
11/10（火）
11/17（火）

英語科評価論 太田 洋
本授業は，英語科で評価を行う上で必要な知識および観点を紹介します。特に実際のテストを批判的に分析する
とともに，テスト作成を行う実践的な課題を扱うことで，具体的な実践力を養います。

116
11/13（金）
11/20（金）

Advanced Reading &
Writing for
Communication II

関根 全宏
英語によるコミュニケーション能力、特にリーディング力とライティング力を養う授業です。担当者がハンドア
ウトを用意し、それをもとに授業を進めます。

117
11/12（木）
11/19（木）

英語学・英語史概論 II 根本 貴行 英語の言語学の授業です。ことばの不思議なこと、人の尊厳と結びついていることなどについて講義します。

118
11/13（金）
11/20（金）

英語科教育法Ⅰ 田頭 憲二 英語教員として必要な基礎，基本的な知識と実践的な指導技術の習得を目指す授業です。

119 11/17（火） 観光学概論Ⅱ 塙 泉
国内外の観光地の背景や現状を理解し、マーケティングやサービスの視点から解決策を考えることを目的とする
授業です。

120
11/13（金）
11/20（金）

英語教育学概論Ⅰ 吉野 康子
英語教員として必要な知識や技能の基礎を固めていく授業です。学習指導要領や指導法の歴史と現実を知り課題
を考察します。

121
11/  9（月）
11/16（月）

ゼミナールII 小池 新
社会問題解決のヒントを得ることと，プレゼンテーションの技法を学ぶために，Ted Talkを多角的に分析する
ことを行なっているゼミ形式の授業です．

・授業の見学は高校生および受験生のみの参加となります。保護者の方は教室内に入れません。
・複数の授業を自由に見学できます（途中入退場自由）。移動時は授業の妨げにならないよう静かにご移動をお願いいたします。
・○限と○限の連続授業もありますが、連続して授業を受けていただく必要はありません。

英語コミュニケーション学科

1限（9:00-10:40）
※9:30からの参加になりま

す。

2限（10:55-12:35）
※10:40集合

3限（13:25-15:05）
※13:10集合

4限（15:20-17:00）
※15:05集合

時限/曜日 月 火 水 木 金 土
1限

（9:00-10:40）
※9:30からの参加に

なります。

110・英語学・英語史特講B 111・英語文学・文化概論II
112・言語・コミュニケーション
特講B

113・言語・コミュニケーション
概論II

2限
（10:55-12:35）

114・Global Communication
        (2年生クラス)
115・英語科評価論

116・Advanced Reading &
Writing for Communication II

3限
（13:25-15:05）

119・観光学概論Ⅱ 117・英語学・英語史概論 II 118・英語科教育法Ⅰ

4限
（15:20-17:00）

121・ゼミナールII 120・英語教育学概論Ⅰ


